
学年 教科名 科目名 単位数 対象コース 

高校 1 年 数学 数学 A 2 SS 

教科書・副教材 NEXT 数学Ａ(数研出版)・改訂版 教科書傍用サクシード数学Ⅰ+A(数研出版) 

 

科目の目標 

数学 A では、「場合の数と確率」「図形の性質」「数学と人間の活動」の 3 つの単元から構成されています。これらの単元の

集合と論理、場合の数・確率、図形の性質などの内容を通じて、論理的に考える力や多角的に物事を捉える力を育成する。数

学的な表現を用いて課題を把握し、解決に向けて筋道を立てて考える態度を育てる。多様な問題に取り組む中で、自らの考え

を表現し、他者と共有する力を伸ばす。数学の学びを通じて、日常生活や将来の学び・職業との関連性を実感し、学習意欲を

高める。 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

図形の性質，場合の数と確率につい

ての基本的な概念や原理・法則を体

系的に理解するとともに，数学と人

間の活動の関係について認識を深

め，事象を数学化したり，数学的に

解釈したり，数学的に表現・処理し

たりする技能を身に付けるように

する。 

図形の構成要素間の関係などに着

目し，図形の性質を見いだし，論理

的に考察する力，不確実な事象に着

目し，確率の性質などに基づいて事

象の起こりやすさを判断する力，数

学と人間の活動との関わりに着目

し，事象に数学の構造を見いだし，

数理的に考察する力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活用し

ようとする態度，粘り強く考え数学

的論拠に基づいて判断しようとす

る態度，問題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり，評価・改善した

りしようとする態度や創造性の基

礎を養う。 

評価の方法 

小テスト/単元テスト/定期テスト 

 

小テスト/単元テスト/定期テスト 

リフレクション/ 

パフォーマンス課題等 

小テスト/リフレクション、 

提出物/パフォーマンス課題等 

 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

準備 1 

小テスト、単元テスト 

定期テスト、リフレクション 

提出物、パフォーマンス課題

等 

第 1 章 第１節 11 

    第２節（～事象と確率） 2 

  

２ 

学 
期 

第１章 第２節（確率の基本性質～） 11 

第２章 第１節 12 

  

３ 

学 

期 

第２章 第２節 4 

第３章 8 

  

 


